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小児期にノンレム睡眠期に棘徐波が持続する脳波所見（CSWS）を示す難治なてんかん症例の
てんかんの病態を明らかにして、予後の正しい評価を行うと同時に症状を改善させる薬剤・治療
法を明らかにすることを目指す。

てんかんの成人患者において、ケトン食療法（修正アトキンス食、低炭水化物指数食を含む）を
より安全に有効に行うことを目指す。

てんかんのある子どもとその家族のための学習プログラムfamosesは親のてんかんに関する知
識を改善し、てんかんへの対処を手助けし、不安を軽減するなど、既に海外で有用性の評価が
定まっている。本研究では、日本語版famosesの有用性を評価することを目指す。


